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4.管理可能区域における作業実施者の公募 

  県、市町が受付窓口になることを想定 
 
5.管理可能区域ごとの作業実施者の決定 

  既存 NPO および有志による管理チーム等を想定 
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■管理目的                ■目 標 植 生 タ イ プ                   ■管理作業内容 ※ 

 

B.低林管理タイプ

(萌芽更新を含む)

●農用林 
循環型農業の推進と

農村文化の伝承を目

的とした二次林の育

成・管理 

極相林

を目標

●環境林 
生物多様性や景観等の

環境機能の維持・改善

を目的とした二次林等

の育成・管理 

A.低林管理タイプ

(萌芽更新を伴う)

C.高林管理 
タイプ 

除間伐 
巻き枯らし 
枯損木処理 
枝払い 
つる切り 

除間伐 
下刈り等 

林分更新
10～25 年周期の皆伐 

林分更新

高木・ 
亜高木層

低木層

草本層

林冠

林床

林内管理

E.希少種対応・ 
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タイプ 

林分更新

母樹の保残 
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下刈り(全面的) 
落葉掻き 
掻き起こし 

皆伐萌芽更新 
除間伐 
稚樹等補植 
下刈り(選択的) 
落葉掻き等 

下刈り(選択的) 
下刈り 
落葉掻き 

非管理・放置 

除草 G.低茎・高茎草地タイプ

●環境草地 
武蔵野の原風景と草

地性動植物の保全・再

生を目的とした萱原

の育成・管理 
萱 原

を目標

Ⅰ.コナラ－ 

クヌギ林

Ⅰ.コナラ－ 

クヌギ林

Ⅱ.アカマツ林

Ⅲ.シラカシ林

Ⅳ.チガヤ－ 

ススキ草地
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【管理維持区域】

二次林

を目標

【遷移区域】

【管理維持区域】 ※発生材の有効活用および処理方策については、別途検討する。 

皆伐萌芽更新 
萌芽枝間引き 
下刈り(全面的) 
落葉掻き等 






